
　　　　　　　　　　左図の青い部分と赤い部分の装脂肪面積(㎠)

　　　　　　　　　　左図の赤い部分の面積(㎠)

　　　　　　　　　　左図の青い部分の面積(㎠)

　　　　　　　　　　内臓脂肪が皮下脂肪に対してどの程度あるか示す数値

左のような検査結果表をお渡しいたします。

健康診断をお申し込みの際は、埼玉あすか松伏病院にご連絡ください

Tel　048-992-0411

　　　　　　　　　　腹部の太さ(お腹周りの長さ)を測定した値(㎝)

　　　　　　　　　　身長と体重から算出される肥満度の目安となる指標

CTでお腹の断面を撮影し、内臓脂肪と皮下脂肪の量を測定する検査です。
見た目では分かりにくい内臓脂肪を数値化し、
生活習慣病（高血圧・糖尿病・脂質異常症など）のリスク評価に役立ちます。

体脂肪のうち、胃や腸など内臓の周囲に着く脂肪の事です。
過剰に蓄積すると『糖尿病』『高血圧』『脂質異常症』などの生活習慣病のリスクを高めるとされ
ています。
内臓脂肪CTを撮影し内臓脂肪面積が100㎠以上の場合、内臓脂肪型肥満と診断されます。

・最近太ったと気になる方
・食べすぎ、運動不足を感じる方
・ダイエットなどの効果を数値で確認したい方
・血圧、血糖値、コレステロールが高値な方

内臓脂肪CTとは

内臓脂肪CT検査のご案内

”お腹の脂肪を『見える化』して生活習慣病のリスクをチェック”

内臓脂肪とは

赤色の部分が内臓脂肪になります

青色の部分が皮下脂肪になります

こんな方におすすめ！

内臓脂肪検査の流れ

CTスキャン

腹部(へそ周り)をCTで3～5分ほど撮影します。

限られた範囲の撮影なので極めて低線量での撮影です。

データ解析
検査結果

体脂肪面積を分かりやすく数値化し

測定結果をお届けいたします。

内臓脂肪CTでわかること

全脂肪面積

内臓脂肪面積

皮下脂肪面積

内臓脂肪／皮下脂肪面積

周囲長

BMI

診断結果であなたの理想体重と内臓脂肪による診断がわかります


